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●
茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
及
び
高
機
能
消
防
共
同
指
令

セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
…
可
決

〔
契
約
金
額
〕

　

80
億
９
２
８
万
円
（
う
ち
取

手
市
負
担
分
２
億
９
５
０
５
万

４
０
０
０
円
）

〔
契
約
の
相
手
方
〕

　

日
本
電
気
株
式
会
社

〔
工
事
概
要
〕

・
無
線
基
地
局
30
局
（
県
内
合

計
）
と
そ
の
装
置
、
設
備
等
。

・
高
機
能
消
防
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
（
本
部
＝
水
戸
市
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
＝
筑
西

市
）
の
装
置
、
設
備
等
。

〔
討
論
〕

関
戸
議
員
…
消
防
隊
員
３
名
を

セ
ン
タ
ー
に
派
遣
し
て
、
消
防

機
能
は
維
持
さ
れ
る
の
か
。
差

し
迫
る
危
機
か
ら
市
民
を
守
る

消
防
機
能
の
確
保
に
こ
そ
お
金

を
投
入
す
べ
き
。
反
対
。

同　

意　

案

　

法
の
定
め
に
よ
り
、市
長
が
特
定
の
職
の
選
任
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

意　

見　

書

消防共同指令センター本部が設置される水戸市役所内原庁舎

●
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
…
可
決

〔
提
出
者
〕

　

関
戸
議
員
ほ
か
３
名

〔
討
論
〕

鈴
木
議
員
…
安
倍
内
閣
は
、
日

本
を
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
憲
法

解
釈
の
見
直
し
は
絶
対
に
行
っ

て
は
な
ら
な
い
。
賛
成
。

平
議
員
…
憲
法
解
釈
の
変
更
に

慎
重
論
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

を
首
相
は
真
摯
に
受
け
止
め
る

べ
き
。
自
由
と
権
利
を
縛
り
上

げ
ず
、
他
者
の
人
権
を
認
め
る

現
憲
法
を
守
る
べ
き
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
地
方
教
育
行
政
法
の
改
正
中

止
を
求
め
る
意
見
書
…
否
決

〔
提
出
者
〕

　

鈴
木
議
員
ほ
か
１
名

〔
討
論
〕

加か

増ぞ
う

議
員
…
多
く
の
国
民
は
首

長
の
考
え
で
教
育
が
左
右
さ
れ

ず
、
教
育
委
員
会
に
い
じ
め
や

体
罰
に
責
任
を
持
っ
た
対
応
を

願
っ
て
い
る
。
憲
法
が
保
障
す

る
教
育
の
自
主
性
を
破
壊
す
る

改
正
は
中
止
す
べ
き
。
賛
成
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意
…

同
意

　

平
成
26
年
３
月
20
日
で
任
期

切
れ
と
な
る
小こ

嶋じ
ま

正ま
さ

美み

氏
に

代
わ
り
、
新
た
に
菅す

が

原は
ら

氏
を
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
※
）
に
選
任
す
る
た
め
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

菅
原
幸ゆ

き

夫お

氏
（
64
歳
）
＝
井
野

　

意
見
書
と
は
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
意
見
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
政
庁

や
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

…
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
土
地
・
家
屋
等
の
価
格

に
関
す
る
不
服
の
審
査
等
を
行

う
行
政
委
員
会

●
政
治
倫
理
条
例
の
改
正
…
可

決〔提
出
者
〕

　

赤あ
か

羽ば

議
員
ほ
か
７
名

〔
討
論
〕

平
議
員
…
規
制
す
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
書
か
れ

た
財
産
を
誰
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
の
か
。
不
可
能
な
こ
と
を
決

め
て
立
派
な
ル
ー
ル
だ
と
い
う

の
は
違
う
。
非
常
に
災
い
の
も

と
で
あ
る
。
反
対
。

※
改
正
点
は
左
表
参
照
。

●
市
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正

…
否
決

　

昨
年
12
月
に
和
解
し
た
前
市

議
と
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
の

和
解
金
と
訴
訟
費
用
に
相
当
す

る
額
を
現
議
員
の
期
末
手
当
か

ら
減
額
す
る
も
の
。

〔
各
議
員
の
期
末
手
当
か
ら
減

じ
る
額
〕

・
６
月
支
給
…
４
万
２
１
０
円

・
12
月
支
給
…
４
万
円

〔
提
出
者
〕

　

赤
羽
議
員
ほ
か
４
名

〔
討
論
〕

遠
山
議
員
…
事
件
の
原
因
は
前

市
議
の
告
発
を
強
行
し
た
こ
と
。

二
度
と
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、
し
っ

か
り
と
議
会
運
営
、
議
案
審
査

を
す
る
こ
と
こ
そ
市
民
に
対
し

て
取
る
べ
き
責
任
。
反
対
。

結
城
議
員
…
提
出
者
を
見
る
と

（
告
発
時
に
議
員
で
は
な
か
っ

た
）
関
係
の
な
い
議
員
が
い
る

が
、
こ
れ
は
議
員
で
は
な
く
議

会
と
し
て
出
し
た
結
論
に
対
し

て
、
ど
う
責
任
を
取
る
か
と
い

う
こ
と
な
の
で
賛
成
。

議  

員  

提  

出  

議  

案

議  

員  

提  

出  

議  

案

政治倫理条例の主な改正点

■ 市長等（市長、副市長、教育長）・議員が守らなければ
ならない従来の条例の「責務並びに政治倫理基準」から、
その中で抽象的・概念的なものが「責務」に、また、そ
こから派生する具体的なものが「政治倫理基準」に整理
されました。
　例 ）人格と倫理の向上→「責務」、権限・地位不正利用
による報酬等授受の禁止→「政治倫理基準」

■ 市長等・議員が、推薦・紹介などの有利な取り計らいを
してはならない市や公社などの「契約等」の中に「指定
管理者の指定」が加わりました。→指定管理者の指定に
関する仲介行為の禁止が明確になりました。
■ 市長等・議員が密接に関係する企業（本人や近親者が経
営に関わるものなど）が辞退しなければならない市や公
社などの「契約等」の範囲の中に「指定管理者の指定」
が加わりました。→関係企業は市施設の指定管理者とな
ることができなくなりました。
■ 市長等・議員が毎年提出しなければならない報告書（資
産等報告書と所得等報告書）の提出期間が（原則）４月
中から５月中に変わりました。→これに伴い、報告書の
閲覧開始時期も１カ月程度遅くなります。
■ 報告書の記載事項が一部変わりました。
■ 報告書の閲覧者が報告書を複写・撮影することの禁止が
条例に規定されました。


